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1,多 くの非 定形 JIyCObacteriuz)の抗 原 性 ､ さらに病 原性 や兼 剤 耐

性 な どを､近 年兄 い出 され た柵 Ja萱成 分で あ る 1)ボオ リゴ糖 (LOS)

や 糖 ペプ チ ドJP賃 に関連 づ け うるで あ ろ うと考 え られて い る.i

h nsasiiの LOSは､糖 鎖 の 構造 か ほぼ 明 らか に された赦少 な い例 で

あ り､JE賃 の括合 した トレハ ロ ー ス を有 す る. それ と逆 の末 端 に は

～-acylkansosarineと称 され る分枝 帯 を含 み ､下 記の よ うな構 造 日

を もっが ､演者 らは抗 原性 発現 のエ ピ トープ とされて い るその末 端

の三 糖翁 分 に興味 を もち タ ンパ ク と籍 合 しうる末端二 糖 お よび オ リ

ゴ糖 の誘 導 体 を合 成 した.

KanNAcyl(i-･3)Fucp(1-4)【Xylpβ(1-4)】8Ll3-OINe-Rhapa(1→3)GIc-

2, 3.は じめ に ､エ ピ トープ 部分 を構成 す る三 糖の結 合 ユ ニ ッ ト

を次 の よ うに合成 した｡N-acylkansosaBine誘 導 体 1の合成 に つ い′ヽ′

て は すで に発表 した2).フ コー ス部分 のユ ニ ッ ト2､4はD-グル コ′ヽ′ ～

ー ス よ り合成 した . 3お よび 4は昨年 の年 金 に お いて発表 した 2よ′ヽノ ′･ヽ′ ′ヽ■

り誘導 した.すな わ ち ､ 2をモ ノクロル アセ チ ル 化 ､つ いで アセ ト′ヽ■

リシ ス して ､ さらに常 法 に よ りグ リコシルプ ロ ミ ドと して9-ヒ ドP

キ シ ノナ ン強 メチ ル (5)とHg(CN)2を用 いて縮 合 して 3をえた (3工

程 で 収車40‡)･一 方 ･且 をテ トラ ヒ ドロ ビラニル (THP)化 し､脱 ベ

ンゾ イル化 っ いで ベ ンジJレ化 した後 ､THPつ いで グ リコシ ドを加水

分 解 して得 られ る2,4-ジー0-ベ ンジ ルーL-フ コー ス をアセ チ ル化 して

相 当す る1,3-ジア七 タ- ト且 を得 ･ これ をTMSOTfを用 いて 5と綿合

して 4を得 た (6工 程 で収車55‡). キシ ロー ス部分の ユ ニ ッ ト7は′ヽ′

既知 のベ ンジル2.3-ジー0-ベ ンゾ イル-α-D-キ シ ビラ ノシ ド(8)よ り′ヽ■

誘 導 した. すな わ ち ､ 8を還 元 に よ り戊 ベ ンジル 化 つ いで アセ チル′ヽ′

化 し得 られ る1,4-ジア七 タ- トと 5をTNSOTfで 撫 合 して ヱ を得 た.■′
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二糖 お よび 三糖 誘 導体 の合 成 は次の よ うに行 った. グ リコシ ド結

合 の立体 構 造 はケ ミカ ル シフ ト､ JcHお よびNOEな どに よ り秤諾 さ

れ た.
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さ らに ､オ リゴ糖 鎌 を伸 長 す るための検討 につ いて も述 べ る.
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